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▲草刈りの手つきも鮮やかに
▲シルバー人材センターから30の老人クラブを

経由して常会長さん宅へと市報の配布方法も，

変わりました｡(回覧は早めに回してください｡)

窪だ達だ

若いも絢迩室I季負けぬよ
家にいると時間を

もてあましてしまう 而報

，耐たかはぎリノ巳〃マヒ小己
私は，一人で家にいると退屈して，時

間をもてあましてしまうので， 3年く、ら

い前からこの仕事をしています。

「a｢三1B'BSN@｡352V草刈りや草ひき，植木の手入れなどを

G月号していますが，休み時間に仲間と話

することも楽しみの一つですね。

平成元年6月5日発行

年
金
だ
け
で
は
生
活
し
て
い

け
な
い
の
で
、
今
年
の
四
月
か

ら
働
い
て
い
ま
す
。

公
園
や
広
場
な
ど
の
ゴ
ミ
を

拾
っ
た
り
、
草
ひ
き
、
ト
イ
レ

の
清
掃
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康

に
も
よ
い
し
、
働
い
た
日
は
ね

つ
き
が
と
て
も
よ
い
で
す
ね
。

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
語
ワ

ー
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
よ
』
っ

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

よ
』
７ 市

民
憲
章

働いた日は

ねつきがよい

会員東ハツさん

（安良川）

第15回高萩国際交流の集い

第19回高萩市民号参加者募集，

お座敷列車で新庄まつり見学

人材センターがスタート.／

市民の交流から生まれた友好

都市盟約の調印式，市長随想

８
皿主なもくじ

4～5
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所得・就労

シルバー(翁年寄り》②瞳事をあっせん

～社団法人高萩市シルバー人材センター～

会
員
数
二
二
○
人
（
五
月
十
八
日
現

在
、
す
で
に
二
三
五
人
）

年
間
就
業
件
数
五
八
○
件

年
間
会
員
配
分
金
二
、
二
八
○
万
円

年
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就
業
延
べ
人
員
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○
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新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
㈹
シ
ル
バ
ー
を
目
標
に
、
新
た
に
臨
時
的
で
短
期
的

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
市
役
所
の
元
消
防
な
雇
用
に
よ
る
就
業
を
希
望
す
る
か
た

署
二
階
に
事
務
所
を
設
置
、
事
務
局
も
の
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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五
月
十
八
日
㈱
文
化
会
館
で
、
㈱
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
小
山
政
男
理
事

長
）
の
設
立
総
会
が
、
関
係
者
約
百
人
の
参
加
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
お
年
寄
り
に
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
十
八
日
発
足
し
て
、
過
去
六
年
間
（
図
一
の
と
お
り
）

着
実
な
歩
み
を
続
け
、
こ
の
日
、
県
内
で
九
番
目
の
㈱
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
シ
ル
バ
ー
（
八
か
所
）
、
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
十
六
か
所
）
の
仕
事
の
受
注
総
金
額
は
、
約
十
一
億
九
、
四
○
○
万
円
に
達
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
ん
で
い
く
高
齢
化
社
会
は
、
高
萩
市
で
も
例
外
で
は
な
く
、
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
は
四
、
三
八
二
人
で
総
人
口
三
五
、
七
四
九
人
の
十
二
・
三
％
（
平
成

元
年
四
月
一
日
現
在
）
、
ま
た
、
会
員
の
対
象
と
な
る
六
十
歳
以
上
の
人
□
は
六
、
三

○
三
人
で
、
十
七
・
六
％
（
同
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

－ ▲草ひきをする会員のみなさん

(図1） ミニ・シルバー人材センターの

過去6年間の推移 公
共
的
な
性
格
を
も
つ
団
体

職
員
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礎一

や
る
気
の
あ
る
か
た
、
腕
に
覚
え
の

あ
る
か
た
、
時
間
の
あ
る
か
た
な
ど
、

ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。
お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の
か
た
な
ら
だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま

す
。

あ
な
た
も
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
生

か
し
て
、
自
分
自
身
の
た
め
に
「
働
く
」
、

「
学
ぶ
」
、
「
奉
仕
す
る
」
、
健
康
と
生
き

が
い
、
所
得
、
就
労
を
求
め
て
加
入
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
の
補
助
を
受

け
て
お
り
、
営
利
を
目
的
と
し
て
い
ま

せ
ん
。

雇
用
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん

仕
事
は
セ
ン
タ
ー
が
請
け
負
い
、
会

員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

責
任
能
力
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
た
仕
事
上
の

責
任
は
、
セ
ン
タ
ー
が
負
い
ま
す
。

傷
害
保
険
は
加
入
ず
み

会
員
は
す
べ
て
傷
害
保
険
に
加
入
し
、

仕
事
上
の
災
害
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
＃
．

軍

▲写真左後から高橋さん，伊藤さん，山形さん

左手前から鈴木さん，服部さんの事務局職員
L皇竺』ノ

ご
利
用
く
だ
さ
い
／
・

○
新
し
く
人
を
雇
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、

期
日
ま
で
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
が
で
き
た
と
き

○
家
族
や
、
家
庭
内
の
こ
と
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き

○
手
軽
に
仕
事
（
人
手
）
を
頼
み
た
い

と
き

○
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
る

シ
ー
ン
さ

会
社
や
事
業
所
、
公
共
団
体
、
｜
般
家

庭
の
み
な
さ
ん
へ
…

入
会
の
手
続
き

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
会
申
込

書
に
記
入
し
て
、
年
会
費
五
百
円
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ヨーー． 市役所庁舎案内図
仕
事
の
依
頼
を
ト
ー
Ｉ

剛

お
待
ち
し
て
い
ま
す

巳

健康と生きがい
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員程

1
管理･監視的な

弓
一
一

寺
Ｐ
ｌ

一
霧
一

幸手

．

仕事
倉庫管理，駐車場

管理，公園管理

など経験を生かし

た仕事をしてみま
せんか。

(500円～550円）
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②

￥
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．
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４
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Ｆ

量
軒
伊
寺
画
暮
農
晶
詔

虻
、
（
塚
鼻
甥
山
毎
■
■
８
悪
■
３
■
日
日
日
日
■

段段

小
、
ざ

『司叱

酌

-一般事務-一般事務

謹
着物仕立の仕事

難
まめさと，実直さが
r雰鍾されるでし
<500円～700円）

蕊羅 ○こんな仕事のできるかた

○仕事の依頼をしたいかた

高齢者のもつ着物仕立の経験

を生かした仕事をとおして若

い母親とのふれあいと指導を
図ります。

（別途協議）お気軽にどうぞ

(初高萩市シルバー人材センター
高萩市本町1-100

盆23 7911

（ ）内， 1人1時間当たりの単価です。

/室内でする
手先の仕事

器具の簡単な組み立て，

造花，のりつけ，ラベル

貼りその簡単な手仕事も，

高齢者向きの作業としてう

ってつけです。

（別途協議）、b出】不I、認ノ

外交・
集金，配
高齢者な

意や応待〕
きるでし‘

(500円～5

外交･折衝・
集金，配達，人と
高齢者ならではの
恵や応待が期待で
きるでしょう。
(500円～550円）

屋外の軽易な作業
庭の清掃，除草，植木や盆
栽の手入れ，芝生の手入れ． . － 吋筐4寸什．置場の整

れ整

し
つ

，跡片付け,直賜Uノー
ど，力仕事を必要とし
ない作業にうってつ
けです。
(500円～600円）

筆記･毛筆･筆耕 留守番や子守
家事補助

ちょっと外出したいとき,誰
か信用できる人に頼みたいと
考えたことはありませんか。
信頼できる高齢者があなたの
身近で求められています。
0円ぐらいです｡） ，

ー

筒やはがきの宛名書き，
書の毛筆，浄書など，若
人に余り向かない仕事が
高齢者にとってかっこう
の仕事です。

（1枚8円～50円です｡）

V1，

声みなさんの

毛
会
健
庵

定
年
に
な
っ
て
か
ら
働
い
て
い
（
コ
鋳

ま
す
。
昨
年
の
夏
は
、
海
水
浴
場
，
い

岬
憾
秤
鵬
諏
叶
霊
脹
汚
押
旧
柞
叶
壼
凱

湘
岬
賎
に
諦
椎
雲
や
録
雌
詠
畔
纒
評
壷

で
し
た
。

仕
事
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
も
市 ぐ民

っ
と
仕
事
が
欲
し
い
で
す
ね
。
六
十

も

六
十

っと

仕事が欲しい

これからも

また，お願いしたい
草
ひ
き
や
植
木
の
一
部
の
手
入

れ
な
ど
を
今
ま
で
に
三
回
お
願
い

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ま
じ
め

に
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
よ
。

私
は
、
な
か
な
か
草
ひ
き
な
ど

で
き
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
助
か

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
た
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よしつぐ

依頼主石 喜次さん

（本町）

家にじっとしていると

病気になってしまう

家１

員青山 健一さん 限

(束本町） し

タバコ銭ぐらいは

欲しいね。

で

会

昔
か
ら
遊
ん
で
い
る
の
は
き
ら

い
で
し
た
し
、
元
、
失
業
対
策
事

業
な
ど
で
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

仕
事
は
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

か
え
っ
て
、
家
に
じ
っ
と
し
て

い
る
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
。

月
に
約
十
日
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

植
木
の
手
入
れ
や
草
刈
り
な
ど
を

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

健
康
に
も
よ
い
し
、
せ
め
て
タ

バ
コ
銭
ぐ
ら
い
は
欲
し
い
か
ら
ね
。

か

歳
で
定
年
を
迎
え
て
か
ら
理事長

小山政男さん

鈴木とみさん

（有明町）
会員浜崎久雄さん

ね （安良川）
O

民間企業や一般家庭符
の仕事を増やしたいい

貝

こ
れ
か
ら
は
、
や
る
気
の
あ
る

人
や
技
能
を
持
っ
た
会
員
を
増
や

す
こ
と
に
努
め
て
、
職
能
グ
ル
ー

プ
化
を
図
り
、
仕
事
の
依
頼
に
対

し
て
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
公
共
機
関

か
ら
の
仕
事
と
民
間
企
業
、
一
般

家
庭
か
ら
の
仕
事
が
半
々
と
い
う

状
態
で
し
た
が
、
も
っ
と
民
間
企

業
や
一
般
家
庭
の
仕
事
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
、
人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ

て
い
る
今
日
、
二
～
三
十
年
の
第

二
の
人
生
を
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
と
生
き
が
い
、
所
得
、
就

労
な
ど
の
社
会
参
加
を
希
望
す
る

技
術
や
時
間
の
あ
る
か
た
に
就
業

の
機
会
を
提
供
す
る
㈹
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
だ
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
で
す
。

で
き
る
だ
け
努
力
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
じ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
ぐ
る
み
で
育
て
て
、
支
え
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

事務局長

服部 信さん

臣



蕊蕊蕊瀧篭蕊議難議

顛市
両
市
の
市
長
、
議
長
が
調
印

（
左
か
ら
亀
井
新
庄
市
議
会
議
長
、

高
橋
新
庄
市
長
、
鈴
木
高
萩
市
長
、

ｑ
根
本
高
萩
市
議
会
議
長
）

鷺~

鶏 難

新
庄
市
友
好
都
市
盟
約
の
調
印
式

高
萩
市
市
民
の
交
流
か
、
』
生
丞
肌
九
》

謬轆

蕊
灘

職
』巍

鱗
認

蕊蕊蟻
膳

識
'｢ |#'

鱗

識

::j:

劇

》
葛
荻
帝

蕊

ガッチリと友好都市盟約の握手

四
月
二
十
七
日
耐
山
形
県
新

庄
市
の
市
民
文
化
会
館
で
、
高
萩

市
と
新
庄
市
の
友
好
都
市
盟
約
調

印
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

高
萩
市
か
ら
は
、
鈴
木
市
長
や

根
本
議
長
を
は
じ
め
三
十
二
人
が

参
加
し
て
、
新
庄
市
民
の
み
な
さ

ん
と
末
長
い
交
流
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

翼
、
絢
奮
」
魚
》
■

屋
蚤
・
馨
っ
鼠
禽
簿
讓
零

餐
葺
等
掻
逢
奪
篭
謬
口

趣
に
湧
骨
え
晴
這
驚
迩
深
綴
縦
溌
盛
《

零
堤
蕊
参
農
に
奇
舞
慰
魁
睡
汀

念
顔
し
其
好
都
市
§
て
蕊
鯛
野
鼠
心
悪
感

牛
飢
え
呆
函
；
一
毛
日

Ⅱ
、
評
鰄
蕊
羅
職
藤
灘
蕊
雷

蕊
溌
澤
口
鰄
灘
瞬
難

一

ま
さ
も
り

戸
沢
政
盛
公
は
、
慶
長
七
年
（
一
六

か
く
の
だ
て

○
三
、
現
在
の
秋
田
県
角
館
か
ら
高
萩

市
に
移
封
さ
れ
、
約
二
十
年
間
に
わ
た

り
同
地
方
を
治
め
、
元
和
八
年
（
一
六

二
三
、
山
形
県
新
庄
市
へ
国
替
え
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
高
萩
市
か
ら
多
く
の
家
臣

と
と
も
に
新
庄
に
入
部
し
て
、
明
治
に

至
る
ま
で
約
二
五
○
年
間
、
戸
沢
氏
が

新
庄
市
を
治
め
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
十
月
、
高
萩
市
の
文

化
団
体
が
歴
史
的
に
縁
の
深
い
新
庄
市

を
訪
れ
、
新
庄
市
の
文
化
団
体
と
の
交

両
市
の
交
流
経
過

祝辞をのべる戸沢家
けい

13代当主戸沢奎三郎さん

流
を
申
し
入
れ
、
今
日
ま
で
両
市
の
舞

踊
団
体
の
み
な
さ
ん
が
、
夏
ま
つ
り
に

参
加
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。

ま
た
、
地
域
産
品
の
流
通
な
ど
経
済

分
野
で
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
が
推
し
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
七
月
か
ら
両
市
が
相
互

す

一
一ー;: … 霧蕊露啄露霧蕊騨騨難譲

に
訪
問
し
、
地
域
振
興
や
ま
ち
づ
く
り

の
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
行
政
レ
ベ

ル
で
の
交
流
も
深
め
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
、
高
萩
市
議

会
が
新
庄
市
を
訪
問
、
平
成
元
年
一
月

に
は
新
庄
市
と
新
庄
市
議
会
が
高
萩
市

を
訪
問
し
、
四
月
二
十
七
日
㈱
の
友
好

都
市
の
盟
約
調
印
式
を
む
か
え
た
も
の

で
す
。

▲記念祝賀会では，交流のきっかけを作った両市

の舞踊団体のみなさんがお祝いの踊りを披露

（写真上高萩市，下新庄市）

最上公園では，新庄市の春を告げる
したつづみ

春告魚(カド)焼きに舌鼓

4



叱
亙
亙
函
亙
亙
Ｎ
Ｎ
Ｎ
§
亙
瓦
§
亙
亙
§
§
函
亙
§
§
亙
函
§
函
§
亙
函
§
函
亜
函
亙
§
§
↑
壁
、
一
§
亙
亙
§
§
亙
亙
亙
亙
、
§
亙
亙
函
塁
亙
亙
§
§
函
亙
§
§
亙
函
函
§
§
函
函
§
§
§
§
、
一
亙
函
Ｉ
§
§
§
函
亙
§
§
§
３
Ｎ
§
↑
令

一
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、
全
国
的
に
増
加

閏

串
し
て
い
る
な
か
で
、
茨
城
県
は
、
前
年
に
比
べ
増

圃

串
加
率
が
一
番
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

園

》
高
萩
市
で
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
す
で
に
三
人

》
が
死
亡
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
前
途
有
為
の
若
い

甥

》
市
民
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
の
痛
み

閻

蹄
を
覚
え
ま
す
。

園

》
今
世
紀
最
大
の
奇
跡
と
い
わ
れ
る
日
本
経
済
の

粋
復
興
と
繁
栄
を
象
徴
す
る
自
動
車
の
普
及
は
、
私

》
ど
も
の
生
活
に
、
利
便
さ
と
快
適
さ
を
与
え
て
く

圃

銅
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
自
動
車
の
増
加
に
対
し
て
、

酌

》
道
路
整
備
や
安
全
施
設
が
追
い
つ
け
な
い
な
ど
の

《
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

》

帝
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
急
速
な
車
社
会
へ

園

耐
の
移
行
が
す
す
む
な
か
で
、
生
活
習
慣
が
旧
態
依

圃

州
然
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
、
事
故
多
発
の
大
き
な

鵠
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

鋼

晒
た
と
え
ば
、
交
通
三
悪
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
飲

圃

串
酒
運
転
に
し
て
も
§
茨
城
県
は
全
国
で
も
違
反
件

蹄
数
が
上
位
で
、
特
に
県
北
地
区
に
多
い
と
い
わ
れ

圃

卵
て
い
ま
す
。
友
人
と
親
し
く
つ
き
合
い
、
来
客
を

咳

串
あ
た
た
か
く
も
て
な
す
習
慣
は
大
変
良
い
こ
と
で

園

》
す
が
、
徒
歩
で
往
き
来
し
た
時
代
な
ら
と
も
か
く
、

》
車
社
会
に
な
っ
て
か
ら
も
、
「
少
し
ぐ
ら
い
は
」

》
の
気
持
ち
が
ア
ル
コ
ー
ル
特
有
の
作
用
で
、
無
意

囿

串
識
の
う
ち
に
正
常
な
生
活
感
覚
を
狂
わ
せ
、
悲
劇

圃

錨
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

罰

》
又
、
幸
福
な
市
民
生
活
の
基
本
は
、
ま
ず
生
命

鵠
の
安
全
の
確
保
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
交
通

園引当
且
↑
壁
一
型
一
巡
一
図
や
亘
Ｆ
３
Ｆ
壁
－
３
Ｆ
里
Ｆ
§
》
＆
戸
＆
《
＆
馬
全
塗
宇
魁
一
＆
一
ｉ
Ｆ
３
－
３
－
魁
碑
型
一
ｉ
－
３
Ｆ
ｉ
－
３
－
ｉ
亜
Ｆ
３
Ｆ
型
↑
３
－
§
一
＆
雨
二
、
一
塾
一
撒
一
塾
↑
＆
扇

思
い
や
り
と
譲
り
合
い
で

市

長

随
安
全
は
外
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
自
ら

す
す
ん
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な

の
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に
し
て
も
、
罰
則

が
あ
る
か
ら
仕
方
な
し
に
従
っ
た
り
、
交
通
安
全

運
動
が
、
警
察
や
交
通
安
全
関
係
団
体
の
仕
事
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
が
、
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
私
ど
も
に
生
活
の
恩
恵
と

将
来
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
時
に
市
内
の
区
間
だ
け
で
も
、
す
で
に
死
亡
を

は
じ
め
、
事
故
に
よ
る
多
く
の
救
急
自
動
車
の
出

動
を
み
て
い
ま
す
。

自
動
車
は
動
く
個
室
と
も
い
わ
れ
、
と
も
す
れ

ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
が
閉
鎖
的
で
、
自
己
中
心

に
な
り
が
ち
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
私
ど
も

は
、
か
つ
て
は
人
間
同
士
の
心
の
ふ
れ
あ
い
で
結

ば
れ
て
い
た
生
活
の
す
が
た
を
、
車
社
会
で
も
生

か
す
た
め
、
「
人
間
愛
」
の
精
神
で
、
常
に
社
会

の
中
に
生
き
る
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
、
は

っ
き
り
も
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
生
活
様
式
の
近
代
化
が
い
っ
そ
う

す
す
む
な
か
で
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
新

し
い
時
代
を
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
生
活
意
識
の

改
革
と
、
常
に
相
手
の
立
場
を
大
切
に
す
る
思
い

や
り
と
、
讓
り
合
い
の
気
持
ち
の
交
通
道
徳
の
確

改
革
と
、
常
に
相
手
の
立
場

や
り
と
、
譲
り
合
い
の
気
持

立
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

一
瓦
瓦
§
、
一
理
亙
宕
型
一
巡
一
理
§
、
§
函
、
§
§
Ｉ
Ｎ
Ｉ
§
§
§
亙
一
型
－
３
§
§
一
淵
亙
函
亙
函
亙
§
亙
函
、
亙
曳
§
弓

叔
鷺
器
衣
准
窪
未
委
痔

想
ー

大塚信濃守、竜子山と云々
、貴殿へ得御意一候・黄金十両其外色々
進二上之一・鷹

進
候
は
で
申
二
浮
言
一
、
彦
六
差
二
下
之
一
・

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
天
文
二
十
四
年
（
一

中
央
の
文
書
記
録
で
「
竜
子
山
」
の
名
が
見

に
心
が
わ
ち
か
と
し

え
る
最
初
の
も
の
と
し
て
は
、
蜷
川
親
俊
の
、

ざ

人

じ

ゅ

う

し

ゅ

う

「

義

拾

集

」

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

私|割の歴史②

大塚信濃守(政成）

の上洛 ￥

中央記録上初見の｢竜子山」

高萩市文化財保護審議会委員

江尻光昭さん（本町） ▲写真は，竜子山の全景一(松岡城）

五
五
五
）
に
上
洛
し
た
武
士
の
名
の
控
え
書
き

部
分
で
す
が
、
大
塚
信
濃
守
（
竜
子
山
城
主
）

が
、
東
北
の
武
士
た
ち
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

内
容
は
「
大
塚
信
濃
守
（
政
成
）
、
竜
子
山
と

称
し
て
い
る
。
貴
殿
に
お
め
に
か
か
り
、
御
挨

拶
申
し
あ
げ
た
。
黄
金
十
両
そ
の
ほ
か
種
々
の

も
の
を
進
上
し
た
が
、
約
束
の
タ
カ
は
進
上
し

な
か
っ
た
の
で
、
彦
六
（
Ｉ
飯
尾
常
房
）
が
こ

れ
を
さ
し
く
だ
し
た
四
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
ろ
地
方
の
武
士
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
中
央
の
権
力
と
結
び
つ
こ
う
と
し
て
い

た
か
を
示
す
一
つ
の
資
料
で
す
が
、
こ
の
中
に

大
塚
氏
の
名
が
見
え
る
の
は
興
味
深
く
思
わ
れ

ま
す
。「

讃
拾
集
Ｌ
と
い
う
の
は
、
現
在
、
内
閣
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
記
録
で
、
一
体

禅
師
の
話
の
中
に
よ
く
出
て
く
る
蜷
川
新
左
衛

門
親
俊
の
日
記
「
親
俊
日
記
」
の
一
部
に
入
る

べ
き
も
の
で
す
。
用
紙
も
、
当
時
、
一
度
使
用し

さ
れ
た
文
書
の
裏
を
使
用
し
た
、
い
わ
ゆ
る
紙

は

い

も

人

じ

睾

背
文
言
の
あ
る
も
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
貴
重

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
竜
子
山
の
城
主
で
あ
っ
た
大
塚
氏
は
、

他
家
か
ら
は
一
般
的
に
「
竜
子
山
殿
」
と
称
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
秋
田
へ
移
っ
た
佐
竹
家
で
も
、

亀
田
の
岩
城
家
で
も
大
塚
氏
を
そ
の
よ
う
に
呼

び
、
直
接
、
氏
を
呼
ぶ
こ
と
な
く
て
い
ね
い
に

待
遇
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
秋
田
県
立
図
書
館

に
も
そ
う
し
た
文
耆
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。

〆グ､、

巳



ｼﾘｰズ★高萩術の生んだ作家たち－⑧

深
遠
な
る
書
に
向
か
い
精
進
（
画
幽

す
い
り
ゅ
う

か
た
わ

私
の
父
（
翠
龍
）
は
、
製
材
業
の
傍
ら
趣
味
で

書
道
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
か

さ
ん
う

ら
青
山
杉
雨
先
生
に
師
事
、
本
格
的
に
書
を
は
じ

め
た
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

県
展
は
も
と
よ
り
、
日
展
で
も
連
続
の
特
選
受

賞
、
委
嘱
と
な
り
審
査
員
を
目
前
に
、
昭
和
五
十

や
ま
い

二
年
に
五
十
四
歳
で
病
に
た
お
れ
、
亡
く
な
り
ま

し
た
。
私
が
二
十
七
歳
の
時
で
し
た
。

父
は
、
私
に
書
に
つ
い
て
は
何
一
つ
教
え
て
は

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
前
他
の
人
に
、
「
芸
と
い

う
の
は
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
分
で
努

力
し
て
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
師
匠
の
技

術
、
思
想
な
ど
に
影
響
を

準
瀧

展
襲
制
な
ど
は
あ
り
得
な
い
哩

出０

囑
竪
謹
誰
蓬
蕊

鑿
鍵

胤
せ／しがぃ

情崖さん
萩）

佐川
I F．

IIT可

書道家

よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
中
学
校
の
こ
ろ
、
父
が
日
展
で
特

選
受
賞
の
際
も
、
学
校
の
先
生
に
い
わ
れ
て
か
ら

は
じ
め
て
知
っ
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

書
を
は
じ
め
た
の
は
、
大
学
に
進
学
し
て
か
ら

で
す
。
大
東
文
化
大
学
は
、
害
の
磯
ん
な
学
校
で

し
た
の
で
、
書
道
部
員
は
七
百
人
ぐ
ら
い
、
親

が
言
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
迷
わ
ず
入
部
、

全
国
か
ら
書
を
志
す
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す

か
ら
、
そ
れ
は
す
ご
い
刺
激
で
し
た
。

同
年
、
青
山
杉
雨
先
生
に
師
事
し
、
そ
れ
か
ら

三
六
五
日
は
一
日
も
筆
を
離
し
た
こ
と
な
く
、
学

生
時
代
は
耆
の
勉
強
の
明
け
暮
れ
で
し
た
。
と
同

時
に
、
書
け
ば
耆
く
ほ
ど
自
信
を
な
く
し
て
い
っ

た
こ
と
も
、
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

て
ん
れ
い

そ
の
う
ち
、
蒙
隷
の
構
築
性
の
あ
る
も
の
が
好

き
に
な
り
、
思
考
錯
誤
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て

い
る
訳
で
す
。

き
ん
ぶ
人

ば
く
し
ょ

今
は
特
に
、
周
の
全
文
、
楚
の
帛
耆
あ
た
り
に

も
く
か
入

か
い

興
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
簡
や
漢
の
開

つ
う
は
う
や
ど
」
っ
こ
ぐ
せ
き

通
褒
斜
道
刻
石
な
ど
に
も
心
引
か
れ
て
い
ま
す
。

細
く
呼
吸
の
長
い
、
不
安
定
に
見
え
て
安
定
し
て

せ
き
も
ん

い
る
部
分
、
ま
た
、
石
紋
と
あ
い
交
錯
し
て
、
な

二
二
皇
う

ん
と
も
い
え
ぬ
古
香
を
感
じ
る
か
ら
で
す
。

中
国
の
歴
代
の
書
は
、
時
代
に
よ
り
変
遷
し
て

お
り
、
貴
族
と
庶
民
、
知
性
と
理
性
の
二
つ
の
世

界
の
対
立
す
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
、
害
を
害
く

以
前
に
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
興
味
を
覚
え
楽
し

く
な
り
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
と
申
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

深
遠
な
る
書
に
向
か
い
、
精
進
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

｛
、
》

多
く
で
す
。
今
回
の
よ
う
に
高
萩
市
と
い

土
壌
動
物
の
紹
介
と

函
蒋
雛
鯏
蒋
薮
鍜
紫
歸

カ
ニ
ム
シ
に
つ
い
て

さ
か
よ
り

る
試
み
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
例
が
な
く
、

坂
寄
廣
さ
ん
（
土
壌
動
物
）
学
問
的
に
も
有
意
義
な
も
の
と
な
る
こ
と

今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
り
「
土
壌
動
物
』
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
機
会
に
、
高
萩
市
民

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
の
み
な
さ
ん
に
も
、
足
元
で
繰
り
広
げ
ら

森
林
や
草
原
の
落
ち
葉
の
下
は
も
ち
ろ
れ
て
い
る
小
さ
な
虫
た
ち
の
生
き
ざ
ま
に

ん
、
陸
上
の
あ
ら
ゆ
る
土
の
表
面
や
中
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
う

⑥
辨
蕊
診
弛
號
魂
蒸
軍
刑
塞
獺
凝
て

一
ミ
ミ
ズ
、
そ
の
他
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
写
真
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
カ
ニ
ム
シ

の
小
さ
な
も
の
か
ら
、
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
は
サ
ソ
リ
か
ら
尾
を
取
っ
た
よ
う
な
姿
を

物
恥
潔
嗜
議
認
Ｅ
一
三
三
溌
雛
蕊
撚
Ｈ
尽
忠
唾
封
三
万
三
編
実
サ
ソ
リ
に
近
い

し
て
い
ま
す
。
事

蕊

卿
黙
蝋
濡
型
一
Ｆ
口
善
一
こ
ゞ
■
■
雫
の
大
き
誉
は
言
『

萩
の
動
物
を
総
称
し
ク
せ
い
ぜ
い
五
ミ
リ

告
同
て
『
土
壌
動
物
』
蕊
一
▲
メ
ー
ト
ル
程
度
の

ｒ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
小
さ
な
動
物
で
す
。

じ
⑪
ひ
か

こ
の
中
に
は
、
地
面
に
落
ち
た
葉
や
木
の
土
壌
中
の
ほ
か
、
樹
皮
下
や
海
岸
近
く
の

亟
枝
を
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
の
糞
を
出
し
土
岩
の
す
き
ま
、
烏
や
ハ
チ
の
巣
な
ど
さ
ま

ふ
ん

リ
に
変
え
て
い
く
は
た
ら
き
を
も
つ
動
物
、
ざ
ま
な
所
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
長
く
頑

、
ン

そ
れ
ら
を
捕
食
し
て
い
る
動
物
な
ど
が
お
丈
な
は
さ
み
で
、
ま
わ
り
に
い
る
ダ
ニ
や

り
、
そ
の
生
活
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
ト
ビ
ム
シ
な
ど
を
捕
え
て
食
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
動
物
た
ち
の
間
に
み
ら
れ
る
関
日
本
で
は
、
今
後
新
種
と
し
て
記
録
さ
れ

係
は
、
非
常
に
複
雑
で
興
味
深
い
世
界
に
る
も
の
を
含
め
る
と
、
百
種
ぐ
ら
い
に
な

な
っ
て
い
ま
す
。
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
『
高
萩
の
動
物
』
の

こ
れ
ら
の
身
近
な
は
ず
の
動
物
に
つ
い
中
で
は
、
森
林
土
壌
中
に
生
息
し
て
い
る

て
、
本
格
的
に
研
究
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
カ
ニ
ム
シ
約
十
種
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
の

日
本
で
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
、
そ
の
研
形
態
的
な
特
徴
や
生
態
に
つ
い
て
、
ま
と

究
は
地
域
も
断
片
的
で
、
特
定
の
動
物
だ
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

け
を
扱
っ
た
報
告
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

Y

巳



「
参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
、
〃
楽
し
か
っ
た
〃

と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
そ
れ
に
他
の

高
校
生
会
や
社
会
人
の
中
に
は
い
り
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
視
野
を
広

画
げ
る
の
も
勉
強
に
な
り
ま
き
と
、

討
企
各
種
行
事
や
子
ど
も
会
活
動
に
、
積

儒
郵
祁
軸
詐
套
訓
瞬
澤
垂
麺
丸
郡
褐
高

め
ぐ
み

五
月
二
十
一
日
㈲
に
、
森
林
公
園

萩
伽
痙
吋
酔
堺
詫
出
緊
縄
琴
錘
報
戸
隈
竿

鎬
脆
捷
莉
溌
匙
鮮
正
直
で
す
．
お
も

し
ろ
く
な
い
と
、
ゲ
ー
ム
に
集
中
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
興
味
の
も
て
る
内
容
を
企
画

し
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
ハ
ッ
キ
リ
と
話

ヒメコマツ群は，

阿武隈高地の尾根に

近い花貫川沿いと，

金成， 関口の3か所

に見られます。いず

関
心
を
寄
せ
て
育
て
た
い
士
手
綱
の
ヒ
メ
コ
マ
ッ
群
～
茨
城
の
自
然
一
○
○
選
か
ら
～

（
五
葉
松
）

渡辺甲吉さんれも標高300mの山

（上手綱） の尾根に近い，北斜

面の頂上付近に分布しています。

「ヒメコマツとは，金成五葉のこと

です。ヒメコマツの五つにわかれた葉

は，黄色味を帯びた淡い緑色の柔かな

羽毛のよう， その名にふさわしく，

やさしく優雅さを感じる松ですよ凶と，

称賛する渡辺甲吉さんです。

渡辺さん所有の山には， ヒメコマツ

が約百本あります。茨城の自然100選

に推せんを受けてから，地元の愛好家

4～5人と， おのやなたで道をつくり

ました。

「ヒメコマツに関心が無いと，雑木に
み ムツ

覆われ，実生の幼木が枯れてしまいま

す。今後は， みなさんが見学できるよ

うに， ヒメコマツを中心に，植物観察

やハイキング，散策が楽しめる自然公

園にできれば……凶と， 4～5人で計

画中です。

また，松岡中学校（松本寿夫校長）

では， ヒメコマツ探検隊を結成し，昨

年秋，観察にl1lに入りました。その時，

し
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
凶
と
話
す
佐
川

貴
子
さ
ん
、
た
い
へ
ん
だ
け
ど
、
喜
ば
れ
、
役
に

立
つ
の
は
う
れ
し
い
と
意
欲
的
で
す
。

現
在
の
会
員
は
、
十
一
人
で
す
。
そ
れ
も
、

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
所
属
し
て
い
る
人
が
多

く
、
全
員
が
集
合
す
る
の
は
難
し
い
そ
う
で
す

そ
れ
で
も
活
動
に
魅
力
が
あ
り
、
積
極
的
に
時

間
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ

れ
か
ら
が
高
校
生
会
の
活
動
期
、
夏
休
み
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
、
子
ど
も
会
活
動
、
福
祉
活
動
、
他

市
町
村
の
高
校
生
会
と
の
活
動
な
ど
、
も
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
「
ぜ
ひ
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
欲
し
い
で
す
。
何
か
を
や

っ
て
み
た
い
と
、
考
え
て
い
る
高
校
生
た
ち
、

私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
高
校
生
活
を
よ
り
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
四
と
、
会
員
を
募
っ
て

ー

い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
高
校
生
諸
君
、
ぜ
ひ
連
絡
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

斉
藤
恵
（
上
手
綱
）
念
二
三
’
三
○
三
○

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
壷
二
三
’
二
三
一

蕊 挙弓錘ず鐸『、 L癖…錘

金成地区の国有林で，幹IIIり約2.5m,高さ約25mも

の巨木を見つけ, “金成太郎” と名づけました。

「戦争中，木造船を造るため，大木が必要とされ伐採

されたが，金成太郎は, 11 1奥の急斜面に生息していた

ため切られずにすんだのではないでしょうか。自然環

境のなかでも成長が難しいのに， これほどの巨木のヒ

メコマツは，植生上でも貴重凶と，話す松本先生です

探検隊の生徒たちは，再び金成太郎に会いたいと，観

察活動の計画が進められています。

▲
ヒ
メ
コ
マ
ッ
探
検
隊
と
金
成
太
郎

》
蝋
ゞ

州
白
砂
を
敷
い
た
庭
は
一

価
面
山
吹
色
と
な
っ
て
し
ま

口
か
ｆ
一
作

一
一
や
峰
卦
卦
迦
非
恥

一
劃
一
一
一
Ｊ
学
制

州
予
些
善
恕
引
っ
張
っ
て
、

州
庭
か
ら
追
い
出
し
た
。
頭

斗
か
ら
血
を
垂
ら
し
な
が
ら

″

》
劃
榊
郵
塗
師
講
錠
認
価
州

州
川
の
紅
葉
の
錦
で
あ
る
。

も
み
じ

…
…
…

州

似
写
真
は
、
山
吹
の
花

い

』
I心"れい"い…似…

フ



℃輔㈱
▲
そ
ば
や
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
う
つ

五
月
三
日
㈱
か
ら
五
日
㈱
の
連
休
に
、
二
泊

三
日
の
日
程
で
、
第
十
五
回
高
萩
国
際
交
流
の

集
い
が
開
か
れ
、
今
年
は
、
九
か
国
、
三
十
八
人

の
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
迎
え
た

留
学
生
の
延
べ
人
数
は
、
四
十
七
か
国
、
六
四

二
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

三
日
㈱
、
留
学
生
た
ち
は
、
琴
の
音
が
流
れ

る
穂
積
家
庭
園
で
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が
用

意
し
た
そ
ば
や
う
ど
ん
の
昼
食
、
も
ち
つ
き
の

体
験
で
す
。
留
学
生
た
ち
は
、
婦
人
会
の
み
な

●
●

さ
ん
に
こ
つ
を
教
え
て
も
ら
い
、
か
わ
る
が
わ

る
キ
ネ
を
手
に
し
て
、
つ
き
た
て
の
も
ち
を
満

足
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

食
後
、
留
学
生
た
ち
は
、
和
菓
子
と
お
茶
を

い
た
だ
い
て
、
今
ま
で
流
れ
て
い
た
琴
の
音
に

魅
せ
ら
れ
、
琴
の
演
奏
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
で
歓
迎
を
受
け
、
施
設

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
、
家
族
の

も
と
に
国
際
電
話
を
入
れ
、
な
か
に
は
、
目
に

涙
を
た
め
た
留
学
生
も
い
ま
し
た
。

夜
、
留
学
生
は
、
大
心
苑
で
民
泊
家
庭
と
の

出
会
い
の
会
や
観
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
に
臨
み
、
安

良
川
の
〃
お
は
や
し
″
に
興
じ
た
り
、
留
学
生

の
お
国
自
慢
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

▲キネの持ちかたから手

ほどきを受ける留学生

自国の歌と踊りで，パーティー

▼会場を笑わす

し
熱
心
に
琴
を
演
奏

誘
諏

⑭
》

流
母裳

蕊
”

し
ご
夫
婦
で
留
学
中
の
二
人
、
デ

ュ
エ
ッ
ト
を
披
露

ヨー．
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ウイさんを迎えて ゴ了≦、Ⅷゞ血3弓鰯?溌燕I
磯
蟻
簿

串需

WJ1
石井康雄さん(安良川）

5月の連休は， 国際交流

オーストラリアから

青い目のお嬢さん

に参加すると決めてから，

§蕊 "や今年ではや5年目です。知

人からは, 「もう慣れたでし ▲石井さんの家族とウイさん
ｰ

ょう凶と言われますが，毎 （後列…マレーシア）

年，新しい留学生を迎えるので， それぞれに新鮮な

驚きがあって楽しいものです。

今年のお客様は， マレーシア人のウイ ・エン・テ

イアムさんです。わが家のおもてなしは， たっぷり

のおしゃべりです。ウイさんは， 26歳ということも

あって，話題が豊富です。 「マレーシアの一般的な

家庭の生活費は， 月3万円く､らいだけど， 自分の家

はそれほど裕冨ではありません。 日本でしっかり勉

強して， 国のために働きたいです凶と言う彼の言葉

に， 同じアジアの中での日本とマレーシアの状況を

深く考えさせられました。

その後， ウイさんからの手紙に， 「美しい自然に

囲まれた高萩は，故郷ベナンを思い出します。裸足

で砂浜を歩くのは，久しぶりで本当に楽しかった，

また会いたいです凶とのことです。ウイさんの東京

大学での六年間の勉強が， いつか大きく実を結ぶよ

う心から祈っています。

木原良子さん(安良川）

私の家では， ホームステイの申し込みをする時，

オーストラリアの女性を希望しました。なぜなら，

前に「ちびっ子オーストラリア交換留学生」という

記録映画が， テレビで放映されたのをビデオに撮り，

何度も興味深く見ていたからです。

希望と、おりオーストラリアからの留学生,シモン・

イングラムさんがいらっしゃいました。彼女は，金

髪でとてもきれいな青い目のお嬢さんです。礼儀正

しく勤勉で， 日本語はよく理解し，話すこともでき

るので困ることはありませんでした。

一緒に過ごした時間は， とても短かったけれど，
よう す

オーストラリアの家族のことや，大学の様子など，

夜遅くまで会話がはずみ，私たち家族と心がふれあ

い， ますますオーストラリアが好きになりました。

私たちもこれからは，広く世界に目を向け， いろ

いろな機会を利用して， たくさんの外国のみなさん

と接し，理解を深めて行きたいと思います。

▲
木
原
さ
ん
の
家
族
と
シ
モ
ン
さ
ん

（
右
か
ら
二
番
目
…
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

日



し計pのひろば首都圏の週末リゾート地として最適

灘 ～経営セミナーヘー

四
月
二
十
八
日
㈱
高
萩
市
商
工
会よ

し

で
、
講
師
に
市
内
石
滝
出
身
の
鈴
木
令

ひ
こ彦

先
生
（
長
銀
経
営
研
究
所
取
締
役
社

長
）
を
迎
え
、
「
首
都
圏
北
部
に
位
置

す
る
地
方
都
市
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
約
八
十
人
が
参
加

し
て
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。「

常
磐
自
動
車
道
の
開
通
や
週
休
二
日

制
の
実
施
な
ど
、
高
萩
市
は
首
都
圏
の

週
末
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
最
適
、
週
末

専
用
リ
ゾ
ー
ト
バ
ス
や
、
電
車
（
金
曜

の
夜
、
月
曜
日
の
早
朝
の
移
動
）
な
ど
、

交
通
ア
ク
セ
ス
手
段
を
よ
く
考
え
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
、
一
つ
の
大
き
な

ね
ら
い
目
は
マ
リ
ー
ナ
で
し
ょ
う
四
と

鈴
木
先
生
は
こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

市民のひろばのコーナーは，みなさん

の身近に起こった話題や行事声を紹介

しています。今回も，たくさんの話題を

お寄せいただきましてありがとうござい

ました。次回もどしどしお寄せください。

お待ちしていま～す。

☆あて先……市民活動課広報広聰係

（壷23-2111内線262）

班

織迩
鏑

》
》

桜の苗木150本植樹

第2回舂の山野草展

五
月
十
二
日
鰯
か
ら
三
日
間
、
文
化
会
館
で

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
二
回
春
の
山
野
草
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。

山
野
草
の
愛
好
者
か
ら
は
、
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ星

』

ウ
や
オ
キ
ナ
グ
サ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
な
ど
清
楚

で
か
れ
ん
な
花
な
ど
約
四
百
点
が
展
示
さ
れ
ま

１
し
先
生
○

ー

5月9日㈹十王町友部の高萩営林署
しゆじよう

上台種苗事業所で， ワシントン州ウイン

ドリバー営林署と高萩営林署が姉妹営林

署締結10周年を記念して，駐日米国大使

館員や緑のオーナーのみなさん約300人

が参加して，植樹祭が行われました。

桜の苗木150本の植樹は，初の「みど

りの日」の制定と重なり，記念植樹祭と

なりました。

蘭州市からの研修生，帰国

中国の蘭州市から高萩市に2年間滞在

し，茨城県洋裁職業訓練校に学んでいた

研修生11人が， 5月9日㈹修了式を迎え，

翌10日㈱家族の待つ中国へ帰国しました。

研修生は，滞在中の2年間に，高萩ま

つりや産業祭などに積極的に参加するな

ど，高萩市へ良い思い出を残してくれま

した。

一
謎

坐

認
五
月
二
十
一
日
側
森
林
公

園
で
、
第
十
五
回
楽
し
く
遊
ぼ

う
み
ん
な
の
広
場
が
開
か
れ
、

あ
い
に
く
の
小
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
三
千
人
の
市
民
の
み
な

さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ぬ
い
ぐ
る

み
の
人
形
に
歓
声
を
あ
げ
、
輪

投
げ
や
ね
ん
ど
細
工
な
ど
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

…
…

●

鰯

…
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溌
松
丘
高
校
（
山
本
勉
校
長
、

生
徒
数
七
九
六
人
）
が
、
五
月

十
日
伽
、
千
葉
県
鴨
川
市
で
開

か
れ
た
、
㈱
全
国
海
岸
協
会
の

第
二
十
回
定
期
総
会
で
、
海
岸

愛
護
功
労
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。松

丘
高
校
で
は
、
昭
和
五
十

三
年
か
ら
、
自
然
を
大
切
に
し
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
七
月
と
九
月

の
二
回
、
高
萩
海
岸
清
掃
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
海
岸
環
境
の
美
化
や
保
全
に
、

自
発
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

松
丘
高
校
、
海
岸
愛

護
功
労
に
よ
り
表
彰▲昨年の高萩海岸情掃のようす

市政モニターに20人が委嘱 5月8日（月） 平成元年度の第1回市

政モニター会議が開かれ, 20人のかた

が市政モニターに委嘱されました。

~I竹政モニターは，明るく住みよい高

萩市を築くために，市民のみなさんが

何を考え， どのようなことを望んでい

るのかを知るため，市民と市政の橋渡

しをするものです。

国税

モニターに
二うし‘①

佐藤孝守
さん

○市政モニターのみなさんです｡(敬称略）
にしだて あきお

西館昭郎（有明町） 松本寿一郎（安良川）
あかいしざわ

きね二

赤石澤京子（高萩） 根本衣子（安良川）

金澤里子（高浜町） 中村やよい（秋山）

高山博子(春日町） 岡崎富美江(秋山）
のl〕 こ たじま よし 二

大部憲子（大和町） 但馬能子（島名）

柴田房男（高萩） 山~F博史（島名）

渡辺森雄（赤浜） ・小林洋子（下手綱）

平成元年度の国税モニターに，佐藤

孝守さん(下手綱825-3念23-4687）

が，関東信越国税局長から委嘱されま

した。

国税モニターは，納税者と税務署の

橋渡しをする役割で，税についての意

見や要望などを提言します。任期は，

来年の3月までの1年間です。

今川惠市
すえお

下山田季雄
よし 二

新畑良子
かずお

鈴木一郎
けんひニ

樫村賢彦

豊田邦枝

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

戸
綱
萩
能
川
田

手
戸
君

高
上
高
大
中
上

Ｉ
１
１
１
く

へ
》

大北川総合開発事業（小山ダム）の
可

ための測臺，調査立ち入りについて
お元気ですか僻健婦です

昔
か
ら
一
老
化
は
、
足
か
ら
や
っ
て
く
る
〕
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
歩
く
」
こ
と
は
、
人
間

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
運
動
で
す
。

現
代
の
生
活
は
、
車
で
の
通
勤
や
、
い
す
に
長

時
間
腰
か
け
る
仕
事
、
家
庭
に
お
い
て
も
テ
レ
ビ

の
前
に
座
り
こ
む
と
い
っ
た
動
作
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
「
歩
く
」
こ
と
は
、
血
管
の
老
化
を
防

ぎ
、
肥
満
や
腰
痛
予
防
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も

な
り
ま
す
。

だ
れ

そ
こ
で
、
誰
に
で
も
で
き
る
「
歩
く
」
動
作
を

見
直
し
、
自
分
の
体
力
や
生
活
時
間
に
あ
わ
せ
て

生
活
の
中
に
「
歩
き
」
を
と
り
入
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
、
歩
い
て
い
ま
す
か
？

大北川総合開発事業（小山ダム）のために，上図の

土地へ立ち入りますので， よろしくお願いします。こ

れは，付替県道，原石山調査，工事用道路及び付替林

道の測量や調査のために行われるものです。

調査期間 6月20日㈹から平成2年3月31日出

調査場所①横川地先

常磐興産横川発電所～ユナカフス橋間の

大北川左右岸幅1.0kmの区間

②上手綱字仙道坂～北茨城市中郷町大字松

井～横川字向平地先

高萩市道115号線，北茨城市道仙道坂下，

横川線猪場作周辺及び高萩市道3054号線

左右幅500mの区間

③上手綱字大平，字仙道坂地先

県道高萩塙線左右幅1.0kmの区間

※詳しくは，茨城県久慈水系ダム建設事務所へ

盆23－7270

ｰ

①自分のペースを守って

②週3日は，速足で30分

③1日1万歩を目標に

歩き方の

ポイント

ま，足に合った，底部の少し厚手のもの

買物は歩いて 通勤は歩いて

1□



記
児
童
手
当
の
現
況
届
の
手
続
き

君
田
中
学
校
、
環
境
２線
が
始
ま
り
ま
す
。

を
腋
現
況
届
は
、
毎
年
一
回
（
六
月

保
全
県
民
運
動
功
労

君
田
中
学
校
（
小
西
道
房
校
り
轆
詔
咋
筆
》
》
榊
蹄
祉
岬
封
幟
峠
斗
癖
。

者
表
彰

長
、
生
徒
数
二
十
一
人
）
が
、
よ
ゆ
跣
こ
の
届
け
を
忘
れ
ま
す
と
、
六
月

謡
謝
謝
勃
却
》
卿
郷
岬
姉
や
》
だ
伽
苛
似
辨
恥
韮
璋
手
当
が
受
け
ら
れ
な

成
元
年
度
環
境
保
全
県
民
運
動
課
例
詠
現
況
届
の
用
紙
は
、
六
月
中
旬

功
労
者
と
し
て
団
体
の
部
で
表
金
備
ご
ろ
送
付
す
る
予
定
で
す
の
で
、

君
田
中
学
校
で
は
‘
多
年
に
年
碧
》
幟
嬉
壁
北
転
嫁
睦
澤
詞
謹
Ｉ

彰
さ
れ
ま
し
た
。

わ
た
り
通
学
路
な
ど
を
中
心
に
険
催
・
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、

周
辺
の
道
路
の
清
掃
や
空
き
缶
、
高
萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

空
き
ピ
ン
、
ゴ
ミ
な
ど
の
回
収
保
《

な
か
っ
た
人
は
、
前
の
住
所
地

に

活
動
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
市
町
村
か
ら
、
児
童
手
当
用

ず

の
よ
う
に
、
環
境
保
全
や
美
化
れ
の
所
得
証
明
書
（
昭
和
六
十
三

忘

に
奉
仕
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
年
中
の
内
容
）
が
必
要
に
な
り

ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
ま
す
。

し
た
。
『
；
…
９
３
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９
町
…
！
；
…
１
１
１
１
財
ｉ
Ｉ
２
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が
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‐
…
…
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１
１
１
：
…
・

し
道
路
の
空
き
缶
、
空
き
ピ

ン
を
回
収
す
る
生
徒
た
ち

’
三

…
町
ｂ
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ｈ
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９
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Ｉ
帥
１
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１
１
噸
ｉ
…
‘
…
郡
蝿
測
…
賊
曇

り

き
む
け
Ⅸ
Ⅲ
脾

税
け
の
，
力
音
‐
課
は
に
ち
積
す
に
が
層
れ
と
会
都
に

税
４

○課税の特例

(1)評価替えの結果，地価の上昇を反映して，税

負担の急増も考えられます。そこでこれを避け

るため，評価替えをした後の税額が，前の年の

税額の1.3倍（農地は1.2倍）を超えないよう，

負担調整率が定められています。

(2)住宅用地の場合は，固定資産税課税標準額が

2分の1に軽減され， このうち200㎡以下の部

分については， 4分の1に軽減されます。

○税率と免税点

固定資産税の標準税率は， 1.4％です。また，

通常市内で， 同一の人が所有する固定資産の課

税対象となる評価額が，土地は15万円，家屋は

8万円，償却資産は100万円に満たない場合に

は，固定資産税はかかりません。

○軽減措置〃

平成2年1月1日までに新築した住宅のうち，

一定の要件， たとえば一般住宅の場合，床面積

が40㎡以上200㎡以下のもので，要件を満たす

場合には，新しく課税される年度から3年度に

わたり，税額は100㎡までの部分の2分の1が

軽減されます。同じような要件を満たす中高層

耐火建物の場合は， 5年度にわたって軽減され

ます。

○納税は……。

固定資産税の納税は，市から通知を受けた税

額を，通常， 4月， 7月， 12月，翌年2月の4

回の納期に分けて納税します。

ｰ

．
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
勤
務
先
か
ら
年
金
加
入
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

★
請
求
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
人

へ十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
二
人

以
上
養
育
し
て
い
る
人
に
、
二
人

目
の
子
ど
も
か
ら
小
学
校
入
学
前

（
三
月
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
該
当
す

る
人
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▲下校時の子どもたち

（本文とは関係ありません｡)

ご存知ですが?国民年金保険料の免除制度

問い合わせ先a23-2111内線232

自
営
業
や
農
家
な
ど
の
み
な
さ
ん

（
第
一
号
被
保
険
者
）
が
、
運
悪
く
病

気
や
ケ
ガ
で
入
院
さ
れ
た
り
、
災
害

や
失
業
、
営
業
不
振
な
ど
に
よ
っ
て
、

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、

そ
の
納
付
が
一
時
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
免
除
を

受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。
た
だ
し
、

免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、

通
常
納
付
し
た
期
間
よ
り
も
減
額
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
を
受
け
た
人
で
も
一

○
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納
と
い
っ

て
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。免

除
に
は
、
次
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。 ＝

都市計画税

都市計画税は，都市計画区域のうち，原則と

して市街化区域内に，土地や家屋のある人や会

社などにかかる税金です。これは，市が行う都

市計画事業や土地区画整理事業に要する費用に

充てられます。

○税額の計算

税額の計算方法は，固定資産税とほぼ同じで

す。ただし，税率は0.3%となっています。納

税は，通常，固定資産税と合わせて納めていた

法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人

②
障
害
基
礎
年
金
、
ま
た
は
被
用
者

年
金
の
障
害
年
金
（
三
級
を
除
く
。
）

を
受
け
て
い
る
人

々
申
請
免
除

①
所
得
の
少
な
い
人
や
、
病
気
、
ケ
ガ

な
ど
で
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
特
別
の
理
由
が
あ
る
人

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
人
は
、
免

除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
多
額
の
生
命
保
険
料
を
納
め

て
い
る
人
も
、
免
除
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
、

納
付
書
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
ま

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

だきます。

※詳しくは，税務課へ金23-2111 内線205

……,ご蓉査画一ロ客蓉'皿”~”毎'々I”:”査亟2瓦I…か画琴毎回ご＝蓉蓉奎垂畢一＝曇琴
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新庄市との友好都市の盟約記念
だ し

お座敷列車で新庄つぅ(山車パ､〆一ド)見学
理

鍵
▲夜空に美しい山車パレード

1泊2日 （27,000円）

～第19回高萩市民号参加者の募集～

東北最後の夏まつりの旅
▲夜空に美しい山車パレード

と き 8月24日附， 25日幽

ところ山形県新庄市（新庄まつり，

ふるさと歴史センター，最上 行 程（お座敷列車）

公園等市内見学,ぶと､う狩り） バスお座敷列車 バス

蕊…{…'施若順とし封』 。薊一新牒丁臘誼順確認暇筆1申込受付 6月20日(火)の9時から，市役 7:00発 ’4:00着
所受付， または，高萩駅旅行 天童果樹園←-－ 天童(泊)剣 新庄J

［墓蝋""緋…．"… ”…センターへ，現金を添えてお

申し込みください。
12:00発 18:00着

費 用大人 27,000円

小人 21,000円 ※詳しくは，市役所市民活動課(a23-2111内線262),

（旅費，入場料，昼食， 夕食， または，高萩駅旅行センター（念23-1633）へお問い合

朝食，昼食等含む｡） わせください。

▲楽しいお座敷列車の

旅

（昨年の市民号から）

一
〃
》

糞化含鬮も主おしも②『夢F砧丑毎F岳'晋里F里r巳是rEFEr号‘凸令‘ﾛｱEH
辿

孑

古巳己巳巳守……鼎吃詮２月２守凸母２ 時
』

■
Ｊ

■
』

■
Ｊ

■
』

声
Ｊ

■
』

再
］

■
Ｊ

館
』

■
Ｊ

■
』

Ｆ
】

『
］

『
】

『
」

【

』

［

』

『
画

［

〕

『
画

【
』

門
』

可
】

『
〕

［
」

「
〕

［
』

向
』

口
］

【
一
〕

可
〕

「
〕

同
』

、
』ｒ

－
１

、
：

》

守
酢

［
て
口
占
型
千
口
占
虫
殖
甲
申
占
１
早
口
占
工
甲
国
占
工
呼
占
工
呼
中
占
当
て
早
早
卓
占
工
呼
占
「
由
司
甲
卓
占
弐
里
甲
中
中
勺
工
甲
由
閉
肥
甲
中
中
占
町

◎ブラザーズ・フォア

結成30周年記念公演
はる

グリーンフイールズ，遙かなるアラ

モ， 7つの水仙など，美しい歌声をお

楽しみください。 リJ& ；”職”"":〃
と き ‘月17日ﾄﾋ’ ？ ■職謎寵砺

平成元年度の主な予定

夕涼み寄席「立川談志一門」 12月第6回市民カラオケ大会

敬老特番｢旅回り一座｣公演 お笑いパフオーマンスショー

第5回市民ギャラリー 3月第6回市民ギャラリー

「我が家の秘蔵展」 「高萩の四季」

親子ぬいぐるみ劇場 純クラシック音楽鑑賞会

「長靴をはいた猫」

SKDさよなら公演 ★これからも， たくさんのご来

第16回市民音楽祭 館をお待ちしています。

7月

9月

午後6時30分

入場料(前売り）

3,000円(全席指定）

（当日500円増）

★前売券発売中です。

10月

灘繩繊
11月

霧

田所書店，仲屋書店，深谷書店，

プレイガイド野木商店，ピアノマート(磯原)，
…是…も…も一月…pH…H…配E記目

コミュニテイストア上島名ねもと。高浜やおけん

日立市民会館，文化会館(念23-7411）

ー

◎観光名刺をご利用ください 。｢高萩の写真集｣づくりに写真をお寄せください

高萩市観光協会では，高萩市のPR用に四
1､ろと『

季の美しさを彩る「花貫渓谷｣｢花貫ダム」そ

して「ささき浜」を， カラー印刷した観光名

刺をつくりました。それぞれ， 1箱100枚入

市制施行35周年記念の「高萩の写真

集」に，たくさんの人から，大切な写

真をお寄せいただきましてありがとう

ございます。その中でも， まだ次の項

目の写真が不足しています。ぜひ， お

持ちの人は，連絡してください。

f…W澱磯’
○酒造り

○漁業，海岸や海辺のようすなど

※その他，珍しい写真がありましたら

市民活動課へ連絡してください。

写真提供

木田恒夫さん
（島名） 織蕊繕麓’

一
蕊

雷

鵜
識

蓼
珪
皆
駝
鵺
鬮
霊
一

議
準：

q観光名刺

「ささき浜」 21 1 1 内線262壷23
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弓日曜当番医弓

oご相談にどうぞ通蝋鰐駕鯛呼交
（無料です｡） ，行政相談： 6月8日”22日崩

し交通事故相談： 6月21日（水）

迩鯛ミリ映写機操作認窪証の取得講習会 ■ 面 JⅡ1

移
談
気
皿
成
家
，
１
談
さ
・実す

す
で
相
お
，
平
，
者
後
相
だ
ま
。

ｒ

で
ｊ
司
当
午
童
く
入
れ
と

○

局
》
》
》
こ

雌
。
軸
唾
恥
恥
塒
鯉
融
錘
却
恥
唖
岬
へ
知
化
ら
務
識
い

で

事
泌
な

時
、
ノ
文
け

ま

室

御
す
‐
す
月
５
後
火
童
児
の
曜
家
ご
所
線
料
，
受
ジ
準
。
し

４
，
ま
り
ま
８
月
㈹
午
１
児
，
後
火
で
，
務
内
無
者
で
・

後
ヅ
癖
る
を
と

か
《
《
錘
耗
吋
叫
託
恥
岬
栖
恥
称
圭
鎮
癖
誹
嘩
洲
極
榊
皿
集
摘
癖
６
勘
《
癖
＆
峰
紳

午
く
識
料
し
謡
す
ど
こ

戸
〔
一
ｓ
迅

児
設
幟
室
鍛
癖
権
耶
狛
嬉
細
織
母
翻
峰
榊
覗
華
畦
は
刎
礪
封
鐸
泡
’
る
識
と
こ
き
し

時
６
さ
》
》
を

前
７
ふ
津
こ
些
妙
碇
鐸

９

動
開
童
談
題
で
用
６
月
２
午
市
心
庭
精
｝
一
鴉
瀝
以
群
生
誕
”
眠
人
沌
一
ン
識
た
こ
し
は

移
の
碓
繩
輌
癖
剥
き
ろ
貝
は

午

も
た
ら
わ
詳
壷
学
募
手
川
ぃ
２
型
一
ぞ
え
ぃ
を
で

◎
県
児
児
が
に
こ
談
ま
か
行
。
に

ジ
罐
幽
即
諾
僻
蜘
如
》
噸
』
毒
灌
濡
。
」
、

れ

ず
動
貝
軽
と
と
相
※
時
が
い

ツ
さ
こ
３
え
蛇
癖
全
こ
捨
火
る
と
こ
方

い

は
食
館
ら
”
ぷ
い
し
し
な
お
年
燃
１
く
構
熱
完
す
げ
き
ぁ
こ
い
焼

で
１
課
課
１
念
機
識
，
消
投
た
が
る
な
延

助
誹
坤
》
幟
別
Ⅳ
趣
》
馳
唖
歴
は
鋤
封
誕
祠

間
昼
耆
か
ま
在
育
〕
漁
割
一
〕
集
育

生
代
て
１
。
丘
口
（
耐
口
鐸
。
隷
さ
む
た
ら
の
一
一
と
黙
る
，
が
に
い
ず
を
風

時
，
図
時

員
先
ト
え
後
ぞ
断
’
》
《
ね
１
社
忠
謎
一
す
社
１
る
組
ぇ
か
し
先
羽
２
さ
無
れ
は
い
時
す
必
ど

認
＄
齢
“

ず
〃
導
ス
添
午
う
〃
”
”
・
旧
晦
む
月
で
会
１
１
１
１
Ⅳ

Ｈ
Ｆ
誌
邦
蓉
ｊ
雑
式
垂
４
ｎ
Ｆ
《
刷
捧
興
娠
奉
咽
、
Ｊ
迩
弓
・
浄
岫
塞
皿
宛
．
嘩
舜
帥
嘩
料
舗
課
、
塞
一
》
娠
呼
亜
錐
維
雌
”
構

司
“
《
覚
円
真
受
う
け
１
《
、
＆
２
か
成
刈
教
一
Ｊ
－
Ｆ
都
酩
緬
冴
卜
”
識
６
地
無
い
発
大
一
》
》
場
吸
ば
常
ど
許
火
っ

亜
教
鉱
く
代
講
リ
１
７
：
一
・
餌
》
Ｏ
ら
元
日
育
１

問
開
市
リ
燕
の
の
た
異
な
の
に
あ

》
や
師
諦
轆
椎
唾
β
口
准
峠
謡
榊
轆
歴
一
口
蕊
口
啼
説
州
峰
鮒
学
識
岬
識
諦
誌
》
》
岬
一
鄙
》
》
榊
栫
僻
哩
礎

一
恥
一
癖
叫
叩
写
燐
仮
州
可
一
Ｊ
小
“
金
肥
７
は
念
：
溌
一
委
は
は

歳
平
月
，
瀦
、
ｆ
：
《
員

｝
、
県
８
代
み
う
受
認
罰
評
担
み

》

叩

践

開

応

受

応

諏
↓
講
受
※
内
５
蕊
一
参
応
募
※
へ
〃
を
た
ま
※
へ

篝
雲
浜
い
て
ん
Ⅱ
た
険
合

寺
暉
貼
統

高
し
し
さ
も
危
場
部

誇
“
作
》
」
で
巷
■
霞
必
交
青
の
国
＃
雲
の
人
若
る

《
州
弓
榊
疵
叫
羨
疑
睡
幽
壺
司
猩
丑
》
》
》
、
却
州

》
一
《
一
一
ロ
ー
岬
一
一
一
》
や
》
口
》

州
到
Ⅷ
映
ま

《
、
ゞ
罰
Ⅱ
ノ
ン
式
ご

家
ｆ
“無
ミ
開

碍
；
猫
を

託
委
の
だ

謹
一
教
定
用

ゞ
○
一
チ
す
及
は

岸
ち
い
ご
ら
を
に

ー

▼

1B

7月2日

7月9日

7月16日

7月23日

7月30日

諸原医院

立花医院

十王医院

内田病院

宍戸医院

飯島医院|大和町

高戸

東本町

十王町

大和町

安良川

23－3113

22－3512

32－3266

22－2137

23-2318

22－2235



熟

手先を動かすのが好き＃ 灘

＄

「
雨
が
降
る
と
〃
ヤ
ヅ
タ
ノ
．
〃
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
っ
て
、
一
日
中
家
の
中

で
和
紙
人
形
や
、
唐
傘
、
紙
で
つ
く

っ
た
花
や
子
ど
も
を
あ
し
ら
っ
た
壁

か
け
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
ら
れ
ま
す
か

ら
ね
。
天
気
の
日
は
、
畑
仕
事
を
し
て
、

夕
食
後
か
ら
取
り
か
か
り
ま
す
。
楽
し

く
て
楽
し
く
て
、
夜
遅
く
ま
で
紙
や
の

り
を
離
せ
ま
せ
ん
印
と
話
す
船
山
さ
ん

で
す
。船

山
さ
ん
に
と
っ
て
、
空
き
缶
や
ピ

ン
、
広
告
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、
荷
づ
く

り
ヒ
モ
に
い
た
る
ま
で
、
貴
重
な
材
料

と
な
り
、
捨
て
る
も
の
は
な
い
そ
う
で

す
。
「
あ
、
こ
れ
は
小
も
の
入
れ
に
山

と
、
中
身
の
あ
る
ピ
ン
ま
で
使
い
道
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

奪

船
山
婦
美

ふ
み

セ

|日 家
さ
ん
（
上
手
綱
）

移るいやすい風景のなかで，威厳
たたず

て佇む家がある。

それらは深い郷愁をいざない， い

なかに息づいている。

高萩美術協会会員

「
物
を
作
る
の
は
楽
し
い
で
す
。
手
先

を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
ね
】

と
、
笑
顔
で
話
す
船
山
さ
ん
の
手
の
中

で
、
荷
づ
く
り
ひ
も
と
和
紙
で
は
し
置

き
が
出
き
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

貝
の
形
の
マ
カ
ロ
ニ
に
色
を
つ
け
て

壁
飾
り
に
、
広
告
を
丸
め
て
つ
く
っ
た

せ
ん
す

扇
子
の
壁
飾
り
、
祝
い
の
席
に
は
和
紙

人
形
を
飾
っ
た
割
り
ば
し
を
と
、
家
の

中
は
、
自
作
の
品
々
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

一
） 匂

善意あぅがち

○鈴木雄一さん （東本町）

300,000円 香典返しの一部

○有明町潮納税組合一同

30,278円 社会福祉へ
たく み

○矢代琢美さん （安良川）

100,000円 香典返しの一部

○第4回市民ギャラリー実行委員会

50,000円 社会福祉へ

中
央
公
民
館
の
高
齢
者
大
学
に
在
籍

し
て
い
て
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
壁

か
ざ
り
の
唐
傘
や
扇
子
を
贈
っ
た
り
、

知
人
に
贈
る
な
ど
し
て
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。な

か
で
も
目
を
引
く
の
は
、
五
円
玉

と
ひ
も
で
織
り
な
す
亀
や
帆
掛
け
船
、

五
重
塔
で
す
。
亀
は
約
百
枚
、
帆
掛
け

船
は
約
千
四
百
枚
の
未
使
用
の
五
円
玉

を
使
い
ま
す
。
見
た
目
が
良
い
よ
う
に

〃
誘
わ
肌
ろ
人
ｕ
幸
で
〃
の
言
葉
を
大
事
に
’
て
い
ま
ず
。

市民憲章の碑の寄贈

板橋利雄さん(東本町)と伊東利

幸さん(秋山)から，市民憲章を刻

んだ石碑の寄贈がありました。

蕊
き
な
帆
掛
け
船
や
五
重
塔
は
、
な
か
な

か
作
れ
な
い
そ
う
で
す
。

昔
か
ら
手
先
が
器
用
で
、
作
品
を
多

く
作
り
出
し
た
の
は
、
五
年
前
、
勤
め

を
退
職
し
て
か
ら
で
す
。

「
ボ
ケ
防
止
に
と
作
り
出
し
、
そ
れ
を

知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
〃
あ
り
が
と

う
″
と
喜
ば
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
…

そ
れ
に
、
作
り
方
を
教
え
て
欲
し
い
と

訪
ね
て
く
る
人
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
ま
た
違
っ
た
作
品
づ
く
り
を
発
見

し
た
り
す
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
】
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

「
私
の
人
生
、
友
だ
ち
ぬ
き
に
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
私
の
つ
た
な
い
作
品
が
き
っ

か
け
で
、
仲
良
く
な
り
、
趣
味
の
話
し

を
し
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
最
高

で
す
四
と
話
す
船
山
さ
ん
、
〃
誘
わ
れ

る
人
は
幸
せ
〃
の
言
葉
を
い
つ
も
大
事

に
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
…
船
山
さ
ん
垂
二
三
’
一
五
○
三

、
『

▲市役所第3庁舎前に設置

－6月の納税一

睡＃} ’第1期’
国民年金（6月分）

､－－6月30日燭までです一

～人口と世帯～

前月比

人口 35,233人 （＋67）

男 17,351人 （＋39）

女 17,882人 （＋28）

も
人
生
の
折
り
返
し
点
に
到
達
し

歳
の
大
台
に
突
入
、
人
生

時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、

編
集
後
記

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
報
を
担
当
し
て
〃
あ

力
く
だ
さ
い

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

の
〆
。
し
‐
《
ｆ
、
Ｊ
、
ｌ
）
、

ぶ
り
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
は

二
、
三
日
足
、
腰
が
筋
肉

く
て
痛
く
て
。
年
の
せ
い

い
ノ
．
こ
れ
は
運
動
不
足
で

ヒ
ー
ル
を
は

腰
が
筋
肉

不
足
で

い
う
間
に
、
も
う
主

て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
う
六

こ
と
早
い
こ
と
：
。
…
。

に
、て

取
材
に
出
歩
く
ぞ
。
み

て
､

先
日
結
婚
式
に
出
席
し
、
ひ
さ
し

給
料
日
は
な
か
な
か
こ
な
い
の

ﾛ

ﾉ、

月原
稿
の
締
め
切
り
日
の
早
い

私
の
運
動
不
足
解
消
に
ご
協

ｌ
今
月
末
で
私
も
四
十

年
目
を
迎
え

い
た
ら
、

今
後
は
足
を
使
っ

痛
で
痛

す
よ
ね 蕊

八
十
年

は
や
く

な
さ
ん
、

。
そ
し

で
は
な

（
ヒ
ロ
）

-つ

／

と

世帯10,764世帯(＋37）

（平成元年5月1日現在）
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春
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一テレフォンサービス「市政案内」は23－〃51 ．〃52て"す－ 1|口！


